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Research Abstract

近年2次元量⼦重⼒理論は、連続的場の理論のみならず⾏列模型や数値シミュレーション等の⼿法により著しい発展を遂げた。⼜、2+epsilon次元重⼒は摂動論に
よる解析により、Wilson-Fisher固定点によって分けられる2つの相があり、epsilon→0の極限では2次元量⼦重⼒理論の結果を再現する事が知られ興味深い。⼀⽅
純粋な3次元重⼒はいわゆる位相的場の理論として定式化され、理論のベータ関数は0となる。そこで、当初研究計画として3次元近傍の純粋な重⼒理論の量⼦効
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果、ベータ関数、相構造等の様⼦を摂動論によって調べる事を⽬標とした。しかしながら位相的場の理論としての定式化は3次元の特殊性が強く反映しており3次元
以外に僅かでも拡張する事が難しく、3次元からずれた場合に⽣じる位相的場の理論からのズレを明確に与えられない。そのため当初期待していた様な解析は困難
である事が分かり、結局具体的な成果は出す事が出来なかった。 
⼀⽅、2次元重⼒理論は弦理論とも密接に関係している。中でも2次元時空に対する弦理論はその⼀般解の中にブラックホール時空と⾒なせるものを含んでいる事が
知られ、興味深い対象と考えられる。そこで当初の研究計画からは異なるが、このブラックホール時空を背景場とする弦理論の量⼦論的構造について正準型式によ
って考察した。その結果、ある変数を⽤いて表したgauged SL(2,R)WZW modelに対し特定のゲージ固定条件を課す事により、平坦な時空上の弦理論に対するブ
ラックホールによる変形が直接導かれる事を⽰した。⼜、その内容は物理学会北陸⽀部例会に於いて発表された。
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